日本応用心理学会発表論文集原稿について
― 効率よく論文を作成するために ―
○鈴木　一郎1)　山田太郎1,2)
（1)日本応用心理大学大学院心理系研究科　2)応用心理学研究所）

キーワード：心理，感情，プライベート空間

【研究の目的】 このファイルは，日本応用心理学会大会の発表論文集原稿作成用のテンプレートファイルです。ファイルの体裁を明示する，論文集を見やすくするため体裁を整える，投稿される方が簡単に投稿できるようにする, などのために用意してあります。論文を作成するには，このファイルに上書してファイル原稿を作成するのがよろしいかと思います。

【方法】 論文は1研究発表あたり，A4サイズ1ページ以内で作成してください。論文集は白黒印刷ですので，カラーでの文字，画像は使用しないでください（カラーで投稿いただいても，白黒ですので， 印刷の出来栄えに関しては保証しかねます。）。

・タイトル・著者・本文の入力について

1行目には，和文タイトルを16ptで記入してください（改行可）。「10題目」をスタイルとして指定してください。

3行目には，副題を11ptで記入してください。「11副題」をスタイルとして指定してください。副題がない場合は，3行目を空けてください。

4行目には，氏名を9ptで記入し，共同研究発表の場合には，代表発表者の先頭に○を付けてください。「12氏名」をスタイルとして指定してください。
5行目には，所属を記入してください。所属が大学の場合には学部または，研究科あるいは研究所名まで記入してください。大学院生は研究科名まで記入してください。共同発表で所属が多数の場合には，一般に通用する略称を用いて構いません。「13所属」をスタイルとして指定してください。
6行目には，キーワードを重要度順に3～5個程度記入してください。「14キーワード」をスタイルとして指定してください。
7行目は空けておいてください。

8行目から本文を記入してください。「15本文」をスタイルとして指定してください。
原稿の末尾には，発表者全員の氏名をひらがなで記入し，括弧で囲って印字してください。

・本文

本文は約2700文字です。本文では，フォントはMS明朝・フォントサイズは9ptで作成してください。様式は下の通りにしてください。論文では，研究の目的，方法，結果，考察などの各項目に分けて記述してください。項目名には，MSゴシックを使用してください。

・図・表・写真

図・表・写真の合計面積は全体の1/3以下を越えないようにしてください。図版は，形式は自由ですが，できるだけ見やすく，図番号をつけてください。 印字は白黒になりますので，写真はできるだけ使用しないでください。

・引用文献

引用文献は（田中・山田，2003）の形で記述してください。
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Fig. 1. 症例の報告件数

【結果】原稿の提出については，インターネット上より行うことができます。ファイルサイズが大きすぎる場合には，論文に貼り付けた絵・画像の大きさや解像度を，画像ソフトで調整すると効果的なこともあります。

【考察】規格に合わない論文原稿は返却し，修正をお願いすることもあります。また，再提出が原稿提出期限に間に合わない場合には，発表を取り下げていただくこともありますので，ご注意ください。

【引用文献】（氏名 年 題 出典の順で記入してください。）

田中次郎・山田太郎 2003 –論文集原稿の効率的作成(1)- 日本社会心理学会第70回発表論文集

（すずき いちろう・やまだ たろう）

